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ⅠⅠⅠⅠ 学校学校学校学校のののの概要概要概要概要

１地域の実態
校区は、下津港に面し、戸数２５０余りの家々が密集して立ち並んでいる。昭和に

なり国道や鉄道が開通するまでは、漁業と海上交通の要所として栄えた土地というこ

とで、その名残をとどめているところもある。

現在の海の仕事は「しらす業」が中心となり、漁業を営んでいる家も見られる。し

かし海に関する仕事に従事する人は少なく、外部に勤めに出ている人が多い。児童の

家庭においてもその傾向である。そのため高齢者だけの家庭も多く見られる。

地域の人々は気さくで、地域ぐるみで子どもたちを見守る雰囲気があり、学校教育

にも関心が高く協力的である。年間を通して海開きや運動会など諸行事への参加を楽

しみにしてくれている。また、自治会・老人会・伝統芸能保存会など日常的に学校・

児童とのかかわりが深く、ゲストティーチャーとして活動してくれる。

ＰＴＡ活動も活発であり、奉仕作業・海開きや運動会など様々な行事で役員の方々

を中心に各会員（１１家庭）が積極的に活動している。

このように、学校・家庭・地域の三者が連携・協力して児童の育成を目指している。

２児童の実態
本校は年々児童数が減少し、現在の児童数は１６名である。

児童は明朗・素直で人なつこい。集会や行事では下級生に対して親切に優しく世話

をするなど、小規模校ならではの良い面がみられる。また決められたことや自分の得

意なことは一所懸命に取り組むことができる。

しかし、自分の不得手なことや困難なことに立ち向かって最後までやり遂げる気力

が弱い面も見受けられる。また、少人数で育つためお互いに良く知り合っていて仲が

良いが、友人関係が固定化することも見られる。そのため意見を交わしたり討論した

りする機会が少なく、馴れあいになってしまうことがある。常に課題として検討して

いるところである。

３学級編制

児 童 数

学 年 男 女 計 学 級 担 任

１ 年 ０ ２ ２

岩渕 きよ美

２ 年 ２ ３ ５

３ 年 ２ ０ ２

宇恵 孝子

４ 年 １ ０ １

５ 年 ０ ２ ２

吉川 弘一

６ 年 ２ ２ ４

計 ７ ９ １６
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４学校の位置及び沿革
ア．位置

〒６４９－０１３１ 和歌山県海南市下津町塩津９０８番地

ＴＥＬ ０７３－４９２－２０６６

ＦＡＸ ０７３－４９２－５０７７

東経 １３５度９分１６秒 北緯 ３４度７分４７秒

イ．沿革

明治 ６年 ７月 ３日 志保津小学校として創立する。

明治２１年 １月 志保津を塩津と改称する。

明治３５年 ７月 小学校に高等科を設置し、増築する。

昭和１６年 ４月 １日 塩津国民学校と改称する。

昭和２２年 ４月 １日 塩津小学校と改称する。

昭和２８年 ７月 ３日 開校８０周年記念式典を挙行する。

昭和３０年 ２月 １日 町村合併により、下津町となる。

昭和３１年１０月１５日 幼稚園を併設する。

昭和３４年 ３月２３日 校歌を制定する。 作詩 井野川 潔 氏（浦和市）

作曲 清瀬 保二 氏（東京都）

昭和３４年 ３月２３日 校章を制定する。 考案 秋月 正兵 氏（和歌山市）

昭和３４年 ４月 ７日 校舎を改築する。

昭和３８年 ７月 ３日 開校９０周年記念式典を挙行する。

昭和４８年 ７月 ３日 開校１００周年記念式典を挙行する。

昭和５５年１１月 １日 学校関連道路（大塚農道幹線２号）の起工式を行う。

昭和５５年１１月 １日 学校関連道路（大塚農道幹線２ 号）貫通する。

昭和５８年 ３月 学校関連道路の舗装が完成する。

昭和５８年 ７月 ３日 開校１１０周年記念式典を挙行する。

昭和５９年 ７月１６日 学校用地６５５８㎡を買収する。

昭和６２年 ７月 新校舎建築用地の造成始まる。

平成 元年 ７月 ４日 新校舎の起工式を行う。

平成 ２年 ３月２５日 現校舎に移転する。

平成 ３年 ４月２５日 新校舎・屋内運動場の竣工式を行う。

平成 ３年１１月１５日 国語科教育研究発表会を行う｡(和歌山県教育委員会指定）

平成 ５年 ７月 ３日 開校１２０周年記念式典を挙行する。

平成 ６年 ２月１０日 自主研究発表会『学ぶ力を育むｰ国語科学習を中心にして ｰ』を行う。

平成 ６年 ４月１３日 屋外学習環境施設完成する。

平成 ６年１０月１４日 給食研究発表会『ー楽しくふれ合いのある学校給食ー』を行う｡(海草郡指

定)

平成 ９年１１月１９日 下津町合同現教『たくましく生きる生活の創造～少人数の特性を生かし、

自ら学ぶ力を育てる～』を行う。

平成１５年１１月１５日 開校１３０周年記念式典を挙行する。

平成１６年 ４月 １日 幼稚園休園となる。

平成１６年１２月 １日 下津町合同現教『自ら課題を持ち、豊かに学ぶ子どもの育成～自分や周り

に気づき、高め合う学習を通して～』を行う。

平成１７年 ４月 １日 市町村合併により海南市立塩津小学校となる。

２年計画の道徳教育の研究を開始（海草地方指定）

１１月３１日 社団法人・食品容器環境美化協会より第６回環境美化教育優良校等表彰を

受ける。

平成１８年 ８月 ８日 紀美野町立志賀野小学校の全校児童２４名を迎え、全校及び学年別に交流

し、その後露の浜にて一緒に水泳を楽しむ。（山海交流）

平成１８年１１月３０日 海草地方道徳教育研究発表会を開催し、海草地方を中心に他地方からも多

くの参加者を迎える。

記念講演は、京都教育大学名誉教授の小寺正一先生に「学校教育の基盤と

しての道徳教育」という演題でご講演をいただく。

平成１９・２０年度 文部科学省より、下津地区の４小学校合同で「豊かな体験活動推進事業」

の指定を受け、３泊４日の宿泊体験を中心とし、自校の独自活動もとり入

れながら様々な体験活動に取り組む。

平成１９年７月１３日 紀美野町立志賀野小学校の全校児童１１名を迎え、山海交流会を行う。
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平成１９年８月２２日～ ５・６年生６名が４校合同宿泊体験学習に参加する。

８月２５日 （堺市日高少年自然の家・セミナーハウス未来塾）

平成１９年１０月１２日 全校児童で紀美野町立志賀野小学校を訪問し、山海交流会を行う。

平成１９年１０月３０日 県音楽教育研究発表会で塩津いな踊り音頭を発表する。

平成２０年７月２２日～ ５・６年生９名が４校合同宿泊体験学習に参加する。

７月２５日 （紀北青少年の家・高野山 光明院）

平成２０年７月～８月 夏期休業中、「すくすく水泳」を実施。

夏休休業中、「サマースクール」を実施。

平成２１年４月 新教育課程に向けて移行を実施。

平成２１年７月２７日～ 清水町にて1年から4年生がキャンプを行う。

平成２１年１１月 新型インフルエンザのため学級閉鎖を行う。

平成２２年１月３１日 県民俗芸能祭で塩津いな踊り音頭を発表する。

平成２２年４月～ 昨年に引き続き、新教育課程に向け、外国語活動等の研修を行う。

平成２２年７月２１日～ 全校児童が学校でキャンプを行う。（宿泊は4年生以上）

５教育目標・努力点

１１１１教育目標教育目標教育目標教育目標

心 豊心 豊心 豊心 豊 か に た く ま し くか に た く ま し くか に た く ま し くか に た く ま し く 生生生生 き るき るき るき る

児 童児 童児 童児 童 のののの 育 成育 成育 成育 成

２２２２めざすめざすめざすめざす児童像児童像児童像児童像

（１）自ら課題を見つけ、ねばり強く考える子

（２）他を思い、共によりよく生きようとする子

（３）命の尊さを知り、考えて行動ができる子

３３３３重点項目重点項目重点項目重点項目

（１）学習活動の充実

○授業を工夫することにより、学ぶ楽しさを味わわせるとともに、学び方

や学ぶ習慣を身に付けさせる。

○算数科を中心に研究を進め、自ら課題を見つけ、解決しようとする力を

養う。

○読書活動を推進し、国語力を高める。

○体育の時間や集会・遊び等を通して、体力づくりに努める。

○地域の特性を生かし、魅力ある学習活動を行う。

（２）個を生かした集団づくりの充実

○児童一人一人が所属感や自己有用感を実感できる集団づくりに努める。

○他を思いやる心や、信じ合う心を育てる。

○リーダーシップと根気強さを育てる。

○挨拶と返事をする習慣を身に付けさせる。

○自他の生命を尊重する心や、郷土の自然や文化を愛する心の育成に努め

る。

（３）安全教育の充実

○児童自ら安全に生活できる力を育成する。

○児童の安全確保のため、地域・家庭・関係機関との連携を密にしながら、

学校内外の防災・安全対策を講じる。


